
 

 

                    

住宅用火災警報器

とは何ですか？？ 

 

 

住宅火災による死者数は年々増加傾向にあ

り，その多くが「逃げ遅れ」によるもので，死者

の発生を防止するため，義務化されました。 

 

なぜ，義務化され

たのですか？？ 

住宅用火災警報器は，設置から１０年が経過している

場合は，電池切れ，または内部の電子機器の劣化が進

んでいるおそれがあります。 

 そのため，１０年を目安として異常があれば本体の交

換を推奨しています。 

異常があれば交換 

維持管理編 

～維持管理編～ ①交換    ②点検方法 

  ～設置編～   ③設置場所  ④相談窓口 
各項目をご覧ください。 

住宅用火災警報器とは，火災により発生する

煙や熱を感知して，警報音や音声で火災をい

ち早く知らせる器具です。 



 

 

                                                                                

                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市消防本部予防指導課 
〒０７８－８３６７  

旭川市東光２７条８丁目旭川市総合防災センター３階 
ＴＥＬ 0166-74-3584 ＦＡＸ ０１６６－３３－１１９１ 

 

 

 

■点検方法 

住宅用火災警報器によって，点検の

方法が変わります。 

 点検方法はボタンを押すことやひも

を引っ張ることで，音や音声が流れ正

常に作動するかを知らせてくれます。 

 

 

 
住宅用火災警報器にある

ボタンを押します。 

住宅用火災警報器について

いるひもを引っ張ります。 

予防指導課のホームページです。 

火災予防関係の情報を掲載中 

予防指導課のＳＮＳです。 

火災予防関係の情報を発信中 

設置編 

【上記以外の設置場所】 

①寝室が１階，２階になく３階（３階以 

上はその階）にある場合，３階（寝室） 
に行く１階の階段部分と３階の階段部分 

（３階以上はその階の階段部分） 
※ 一定の条件を満たすことにより設置 
不要となる箇所があります。 (詳しく 

は，住宅用火災警報器相談窓口までお 
問い合わせください。） 

 

②７平方メートル（4 畳半）以上の居室が 

5 以上ある階には、廊下等 
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